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権威主義・独裁体制を敷く国家において，

選挙はいかなる政治的効果をねらって実施さ

れるのか？ アラブ諸国――そのほとんどが

西側先進諸国のような“自由民主主義”を実

現していない――における最近の国政選挙に

着目すると，主に二つの効果が意図されてい

たことに気づく。第１の効果は，為政者によ

る権勢の誇示であり，１００％の信任票が投じら

・れたイラクのサッダーム・フサイン（Saddām

・Husayn：以下，フセイン）大統領の信任投票

（２００２年１０月）を代表例としてあげることがで

きる。第２の効果は，選挙という“民主的”

プロセスを通じた権威主義支配の隠蔽であ

り，与党の優位を前提としたエジプト人民議

会（国会）選挙（２０００年１０～１１月）での無所属

（mustaqill）と野党候補の当選がその典型で

ある。

シリアにおける大統領信任投票や人民議会

選挙も，この二つの効果を得るために“演出”

されてきたことは言うまでもない。しかし，バ

ッシャール・アル

�

アサド（Bashshār al-Asad）

政権発足（２０００年７月）後初の国政選挙である

第８期人民議会選挙（２００３年３月）は，従来と

は若干異なった様相を呈していた。選挙は当

初，政治的“多元主義”（ta‘addudı̄yah）（注１）

の拡充をめざす政権の意気込みを示すために

利用されると予想されていた。にもかかわら

ず，その結果は斬新さを欠き，改革志向が誇

示されることはなく，また，政権への忠誠を

国民に強要するような大がかりな選挙キャン

ペーンが繰り広げられることもなかった。

以上のような特殊性を踏まえ，本稿では，

シリア人民議会の選挙制度，第８期人民議会

の選挙結果，そして選挙をめぐる各政党・政

治組織の動きに注目し，同選挙がシリア内政

のなかでいかなる政治的意味を与えられたの

かを論じる。
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Ⅰ 選挙制度

今日のシリア人民議会（任期４年）の選挙制

度は，憲法（Dustūr al-Jumhūrı̄yah al-‘Arabı̄yah

al-Sūrı̄yah：１９７３年施行）と１９７３年４月１４日第

２６立法令（Al-Marsūm al-Tashrı̄‘ı̄ Raqm２６１４／

４／１９７３m－３／１２／１３９３h：以下，選挙法）（注２）に

基づいている。それによると，定数は２５０名

で，１５選挙区でそれぞれ５名から３２名の代表

者を選出する大選挙区連記投票制を採用して

いる（選挙法第１５条――１９９０年４月１２日第４立

法令修正条項――）（注３）。

・２５０の議席はまた，労働者・農民部門（qitā‘

・al-‘ummāl wa-al-fallāhı̄n：通称，a部門）と，その

・他の人民諸集団部門（qitā‘ bāqı̄ fi’āt al-sha‘b：通

称，b部門）に分けられ，前者に過半数以上の

議席が割り当てられている（憲法第５３条，選

挙法第１４条）（注４）。だが，“勤労者階級”を優

遇するこの議席配分は現在では実質的な意味

を持たず，議会における勢力を決定するうえ

でより重要なのは，支配政党，アラブ社会主

・義バアス党（Hizb al-Ba‘th al-‘Arabı̄ al-Ishtirākı̄：

以下，バアス党）と進歩国民戦線（Al-Jabhah

・al-Watanı̄yah al-Taqaddumı̄yah）加盟政党の代

表者数である。

進歩国民戦線は，１９７２年３月に発足した政

・治同盟で，バアス党，統一社会主義者党（Hizb

・al-Wahdawı̄yı̄n al-Ishtirākı̄yı̄n），統一社会民主

・ ・主義党（Al-Hizb al-Wahdawı̄ al-Ishtirākı̄ al-

・ ・Dı̄muqrātı̄），アラブ社会主義者運動（Harakat

al-Ishtirākı̄yı̄n al-‘Arab）アフマド・ムハンマ

・ ・ド・アル

�

アフマド（Ahmad Muhammad al-

・Ahmad）派，同ガッサーン・アブド・アル

�

アズィーズ・ウスマーン（Ghassān ‘Abd al-‘Azı̄z

・‘Uthmān）派，アラブ社会主義連合党（Hizb

・al-Ittihād al-Ishtirākı̄ al-‘Arabı̄），シリア共産党

・（Al-Hizb al-Shuyū‘ı̄ al-Sūrı̄）ウィサール・ファ

・ ・ルハ（Wisāl Farhah）派，同ユースフ・ファイ

・サル（Yūsuf Faysal）派からなり，最高機関

である中央指導部（Al-Qiyādah al-Markazı̄yah）

の書記長はアサド大統領が務める（注５）。

憲法において，バアス党は「国家と社会を

指導する党」（憲法第８条）として特別な地位

を保障されているが，同党を含む進歩国民戦

線の人民議会での優位を保障するような具体

的規定は，憲法にも選挙法にも存在しない。

にもかかわらず，その候補者たちは，「秘密・

直接投票」（選挙法第２条）とはほど遠い投票

制度ゆえに――そしておそらく，多くの反政

府系消息筋が指摘するように，投票結果が改

ざんされるために――，その全員が当選し，

バアス党単独で過半数以上を，進歩国民戦線

全体で３分の２以上の議席を確保できるよう

になっている。有権者は，投票用紙に手書き

で複数の候補者名を記入するか，進歩国民戦

線などが作成・配布する選挙リスト（qā’imat

intikhābāt）に自身が支持する別の候補者名

を追記して――あるいは支持しない候補者名

を削除して――投票する（選挙法第３３条第３

項――１９８１年１０月３日第２４立法令修正条項――）。

しかし，投票箱のうえでの記入を余儀なくさ

れるなど，秘密性が守られないため，バアス

党と進歩国民戦線に異議を唱えるような投票

行動は困難なのである。

進歩国民戦線以外の代表者約８０名，すなわ

ち無所属議員も，公正なかたちで選出されて

いるとは言えない。今日のシリアでは，『進歩

・国民戦線憲章』（Mı̄thāq al-Jabhah al-Watanı̄yah

・al-Taqaddumı̄yah）基本綱領（Al-Nizām al-Asāsı̄）
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第３条に明記されていない政党・政治組織の

公的活動が許可されることはない（注６）。その

ため，無所属候補は単独で，ないしは他の候

・補者と選挙同盟（tahāluf intikhābı̄）を結成し

て，選挙に挑む。だが，１００倍を超える競争

率のなかで勝利するには，政権と良好な関係

にあり，当局の協力が得られる――ないしは

嫌がらせを受けない――必要があり，反政府

系の活動家は，たとえ立候補を受理されたと

しても，当選し得ないのである。

総じて，シリア人民議会の選挙は，国民の

意思や利益を媒介するという選挙本来の役割

を果たしておらず，選挙戦や投票結果は，政

権の政治的思惑に沿って恣意的に操作される

のである。

Ⅱ 選挙結果

アサド政権は発足当初より，政党法制定や

選挙法改正の是非に関する議論を積極的に重

ね，その成果は第８期人民議会選挙に反映さ

れると見られてきた［青山２００２a,４５−４６;２００２b,

６］。だが，第７期人民議会の任期満了（２００２

年１２月１６日）を間近に控えた２００２年１０月末，

バアス党の最高意思決定機関，シリア地域指

・導部（Al-Qiyādah al-Qutrı̄yah）が選挙制度改

革を棚上げにするという決定を下すと，第８

期人民議会選挙が“民主化”への第一歩にな

る，という楽観的な期待は潰えた。

選挙告示（２００３年１月１６日）の１０日後，すな

わち，立候補届締切日の翌日にあたる２００３年

・１月２６日，アリー・ハンムード（‘Alı̄ Hammūd）

内務大臣が「進歩国民戦線が１６３議席を……

バアス党が１３１議席を占める」［Al-Ba‘th ２００３;

Akhbār al-Sharq２００３c］と発表した時点で，選

挙結果に大きな変化が生じないことは明らか

だった。３月２日と３日に行われた投票の結

果を見ると（表を参照），初当選議員や女性

議員の増加といった“微々たる”変化を見出

すこともできるが，バアス党を中心とする進

歩国民戦線の優位が揺らぐことはなかった。

バアス党は過半数を上回る１３２議席を獲得し，

同党以外の戦線加盟政党は前回と同じ議席数

を維持したのである。バアス党の代表者が３

名減ったことで，加盟政党の議席数は１６４議

席に減少したが，後述するように非公認組織

の代表者３名が戦線メンバーとして当選した

ことで，獲得議席総数は前回と同じ１６７議席

となった。

このように第８期人民議会選挙は，何ら目

新しい結果を伴わなかったが，その内容を詳

しく見ると，アサド政権の巧妙な支配のあり

ようを示す幾つかの特徴を見出すことができ

る。

１．投票率の“低さ”

第１の特徴は，６３．４５％という投票率の“低

さ”である。この数値に関して，内務省は選

挙に対する国民の関心の大きさを示すものだ

と高く評価したが［Akhbār al-Sharq ２００３n］，

前期選挙の投票率８２．２％と比べると，約２０ポ

イントもの落ち込みを見せていた。それだけ

でなく，実際の投票率はさらに低く，１０％に

も満たなかったと指摘する反政府系消息筋も

あった［Akhbār al-Sharq２００３s;２００３y］。

投票率が実際にどの程度だったかはともか

く，アサド政権が西側先進諸国並みに“低い”

数値を公表した背景には，前期選挙時のよう
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第７期および第８期人民議会選挙結果

第７期人民議会選挙 第８期人民議会選挙

定数 ２５０人（ａ部門１２７人 ｂ部門１２３人）２５０人（ａ部門１２７人 ｂ部門１２３人）
当選回数 初当選 １７８人（ａ部門８９人 ｂ部門８９人）

当選２回以上 ７２人（ａ部門３８人 ｂ部門３４人）
性別 男性 ２２４人（ａ部門１１１人 ｂ部門１１３人）２２０人（ａ部門１０５人 ｂ部門１１５人）

女性 ２６人（ａ部門１６人 ｂ部門１０人）

政党別
進歩国民戦線 １６７人 １６７［１６３］人

（ａ部門１０６人 ｂ部門６１人）
バアス党 １３５人 １３２［１３１］人
バアス党以外の加盟政党 ３２人 ３２［３２］人
アラブ社会主義者運動アフマド派 ４人 ４人
アラブ社会主義者運動ウスマーン派 ２人 ２人
統一社会主義者党 ７人 ７人
統一社会民主主義党 ４人 ４人
アラブ社会主義連合党 ７人 ７人
シリア共産党ファルハ派 ４人 ４人
シリア共産党ファイサル派 ４人 ４人

その他の政党 ０人 ３人
アラブ民主連合党 ０人 １人
シリア民族社会党 ―― ２人（ａ部門１人 ｂ部門１人）

無所属 ８３人 ８３［８７］人（ａ部門３５人 ｂ部門４８人）
うちシリア民族社会党 １人 １人（ａ部門０人 ｂ部門１人）
シリア共産主義者統一国民委員会 ―― １人（ａ部門１人 ｂ部門０人）
統一と民主主義のための連合 ―― １人（ａ部門０人 ｂ部門１人）

立候補者数 ７，３６１人 １０，４０５［１０，４２３］人
（ａ部門６，０２４［６，０７５］人
ｂ部門４，３８１［４，３４８］人）

性別 男性 ６，５４６人 ９，５５６人
女性 ５１８人 ８４９人

投票日まで選挙戦を戦った立候補者数 １，４９０人
（ａ部門５４６人 ｂ部門９４４人）

投票所数 ８，５２７ヵ所 １０，３３８［１０，３０９］ヵ所
１８歳以上人口 ８，６００，０７１人 １０，８１７，８２１［１０，４３６，５７３］人
有権者数（在外シリア人，軍人，警察官，
そして法律により参政権を剥奪された犯
罪者などを除いた１８歳以上人口）

７，１００，０７１人 約８，８００，０００人

投票用紙を受け取った有権者数 ６，６９１，３２３人 ７，１８１，２０６人
投票者数 ５，５０１，９４０人 ４，５５６，４７５人
投票率 ８２．２％ ６３．４５％

投票日 １９９８年１１月３０日～１２月１日 ２００３年３月２～３日
投票結果発表日 １９９８年１２月３日 ２００３年３月５日
開会日 １９９８年１２月１７日 ２００３年３月９日
閉会日 ２００２年１２月１６日 ――

［ ］：選挙が告示された２００３年１月１６日にハンムード内務大臣が公表した数値。
（出所） Akhbār al-Sharq（２００２c;２００２d;２００３a;２００３c;２００３h;２００３p）; SANA（2003a）; Al-Ba‘th（２００３）; Al-Nahār（２００３b）な

どをもとに筆者作成。
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に非現実的な投票率を提示するよりも“リア

ル”に“民主的”イメージをアピールできる

という“逆転の発想”があったと解釈できる。

しかしその一方で，この“演出”は，選挙を

通じて改革志向を示せなかったことを取り繕

うための苦肉の策だったとも批判できるので

ある。

２．無所属のプレゼンス低下

第２の特徴は，無所属のプレゼンスの低下

である。１９９０年代の人民議会選挙（第５～７

期）では，投資家，商人，工場主ら，いわゆ

る“ヌーヴォ・リッシュ”（nouveaux riches）

が無所属として当選し，第２次インフィター

・フ（infitāh：門戸開放），政治の“多元化”，

・“腐敗との闘い”（mukāfahat al-fasād）を推進

する政権を積極的に後押ししてきた［Perthes

１９９２; Akhbār al-Sharq ２００３m］。しかし，第８

期人民議会選挙で当選した無所属候補のなか

には――当局が公正な選挙を強調していたに

もかかわらず（注７）――，悪評の絶えない者が

少なくなかった。

例えば，ダマスカス県選挙区の無所属候補

８名が結成した選挙同盟「ダマスカスの夢幻」

・（Tayf Dimashq）（注８）の中心人物で，b部門で

初当選したビジネスマン，ムハンマド・ハム

・ ・シュー（Muhammad Hamshū）は，４００万米

ドル相当の選挙資金を投じて票を買収したと

の醜聞が報じられた［Akhbār al-Sharq ２００３s;

２００３y; Al-Nahār ２００３b］。また，同じく「ダマ

スカスの夢幻」の一人で，a部門で初当選し

たウラマー（‘ulamā’），ムハンマド・アル

�

ハ

・ ・バシュ（Muhammad al-Habash）は，義祖父

である共和国ムフティー（muftı̄）のアフマ

・ド・カフタールー（Ahmad Kaftārū）が宗教

的見解の相違を理由に出馬したことで，宗教

対立や家族内の確執を国政選挙の場に持ち込

んだとの印象を与えた［Akhbār al-Sharq２００３i;

２００３m;２００３y］。

一方，アレッポ市選挙区では，歯に衣着せ

ぬ政府批判で知られていたムンズィル・アル

・

�

ムーサッリー（Mundhir al-Mūsallı̄）（注９）人

民議会副議長が，政治犯の釈放，思想の自

由，検閲の廃止を選挙公約として掲げて立候

補したが，あえなく落選した［Akhbār al-Sharq

２００３k］。

悪評の絶えない無所属候補の当選や“過激”

な言説で知られた議員の落選は，アサド大統

領を頂点とするバアス党と進歩国民戦線こそ

が政府でも議会でも改革を主導する，という

政権の立場を伝えるねらいがあったとも考え

られる。だが，実際には，人民議会の退行的

なイメージを助長する結果となった。

３．非公認組織の進出

第３の特徴は，進歩国民戦線に属さない四

つの非公認組織，すなわち，アラブ民主連合党

・ ・ ・（Hizb al-Ittihād al-‘Arabı̄ al-Dı̄muqrātı̄），統一

と民主主義のための連合（Al-Tajammu‘ min ajl

・ ・al-Wahdah wa-al-Dı̄muqrātı̄yah），シリア共産

・主義者統一国民委員会（Al-Lajnah al-Watanı̄yah

・li-Wahdat al-Shuyū‘ı̄yı̄n al-Sūrı̄yı̄n），そしてシ

・リア民族社会党（Al-Hizb al-Sūrı̄ al-Qawmı̄ al-

Ijtimā‘ı̄）が議席を獲得したことである。

アラブ民主連合党は，１９８８年７月にアラブ

社会主義連合党を離党したユースフ・ジャイ

ーダーニー（Yūsuf Ja‘ı̄dānı̄）が結成した組織

である。ガッサーン・アフマド・ウスマーン
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・（Ghassān Ahmad ‘Uthmān）を書記長とする暫

定指導部（Al-Qiyādah al-Muwaqqatah）が発

足して以降，同党は目立った動きを見せてい

なかったが，進歩国民戦線メンバーとして党

員１名を当選させた［Al-Nahār２００３b］。

統一と民主主義のための連合は，元アラブ

社会主義連合党員のムハンマド・サウワーン

・ ・（Muhammad Sawwān）がアラブ民主連合党

暫定指導部の地位を継承すると主張して２００１

年１月に発足した政治組織で，事務局（Al-

Amānah al-‘Āmmah）員のムハンマド・アーデ

・ィル・ジャームース（Muhammad ‘Ādil Jāmūs）

がアレッポ市選挙区 b部門から無所属で立

候補し，初当選を果たした。

シリア共産主義者統一国民委員会は，シ

リア共産党・『カースィユーン』・グループ

（Majmū‘at Qāsiyūn）（注１０）を母胎として２００２年

１０月に結成された組織で，ハムザ・ムンズィ

・ル（Hamzah Mundhir）がダマスカス郊外県

選挙区 a部門から無所属で立候補し，初当

選した（注１１）。なお，同委員会は「祖国と市民

・ ・の尊厳」（Karāmat al-Watan wa-al-Muwātin）

と称する選挙同盟を結成し，ダマスカス県

選挙区，ハサカ県選挙区，イドリブ県選挙区

で候補者１０名を擁立したが，全員落選した

・ ・［Qāsiyūn２００３; Al-Lajnah al-Watanı̄yah li-Wahdat

al-Shuyū‘ı̄yı̄n al-Sūrı̄yı̄n２００３］。

シリア民族社会党（１９３２年発足）は，“大シ

リア”の統一をめざすシリア民族主義政党で

ある。バアス党との関係が悪化した１９５０年代

半ば以降，シリア国内での活動は低迷してい

たが，アサド政権発足を機に公的活動を再開

し，２００１年７月には，党の重鎮イサーム・ア

・ ・ル

�

マハーイリー（‘Isām al-Mahāyirı̄）を局長

とするシリア政治局をダマスカスに開設し，

また同年１２月と翌２００２年１２月には，進歩国民

戦線総会へのオブザーバーとしての出席を果

たした。２００３年１月末，１２年間にわたって人

民議会議員（無所属）として党を代表してきた

・ ・ ・バースィール・ダフドゥーフ（Bāsı̄l Dahdūh）

が除名されたことで，党活動への影響が懸念

された［Azmashlı̄２００３b; Akhbār al-Sharq２００３d;

Al-Nahār ２００３a］（注１２）。だが，シリア政治局の

ジューズィーフ・スワイド（Jūzı̄f Suwayd）

書記長が「ダマスカスの夢幻」の一人として

ダマスカス県選挙区 b部門で初当選を果た

すとともに，ブシュラー・マスーフ（Bushrā

・ ・Masūh）女史とイサーム・バグディー（‘Isām

Baghdı̄）がそれぞれ，ヒムス県選挙区 a部門

とハサカ県選挙区 b部門で進歩国民戦線メン

バーとして初当選し，議席を１から３に増や

した。また，党を追われたダフドゥーフも，

ダマスカス県選挙区 a部門で再選を果たした

ことで，シリア民族主義勢力は全体で４議席

を占めるにいたった［Akhbār al-Sharq ２００３r;

２００３x; Azmashlı̄２００３b］。

以上四つの組織は，近い将来，政党法の制

定・施行が実現した場合に政党として正式に

認められ，進歩国民戦線に加盟すると考えら

れている。むろん，翼賛的な政治同盟内での

このような“多元化”は，権威主義体制の根

本に関わるような変化をもたらすものではな

い。しかし，これらの組織のなかでもとりわ

け，バアス党と長らく“断交”状態にあった

シリア民族社会党が“政治的復権”を果たせ

ば，シリア民族主義とアラブ民族主義の“歴

史的和解”としてシリア現代史に刻み込まれ

るだろう。
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Ⅲ 反政府勢力の動き

第８期人民議会選挙には，進歩国民戦線や

親政府系の非公認組織だけでなく，反政府勢

力も参加した。本節では，これらの勢力のう

ち，シリア国内で活動している国民民主連合

・ ・（Al-Tajammu‘ al-Dı̄muqrātı̄ al-Watanı̄）とクル

ド系組織に着目する（注１３）。

１．国民民主連合

国民民主連合は，アラブ社会主義連合民

・ ・主党（Hizb al-Ittihād al-Ishtirākı̄ al-‘Arabı̄ al-

・Dı̄muqrātı̄），シリア共産党政治局（Al-Maktab

al-Siyāsı̄），アラブ社会主義者運動アブド・

アル

�

ガニー・アイヤーシュ（‘Abd al-Ghanı̄

‘Ayyāsh）派，アラブ社会民主主義バアス党

・ ・（Hizb al-Ba‘th al-‘Arabı̄ al-Ishtirākı̄ al-Dı̄muqrātı̄），

・アラブ革命労働者党（Hizb al-‘Ummāl al-Thawrı̄

al-‘Arabı̄）が１９７９年に結成した政治同盟で（注１４），

アラブ社会主義連合民主党書記長のハサン・

・アブド・アル

�

アズィーム（Hasan ‘Abd al-

・‘Azı̄m）がスポークスマンを務める。

２００１年１２月に発表した『政治計画』（Al-

Barnāmaj al-Siyāsı̄）で自らを「抵抗運動」

・（mu‘āradah）と位置づけ，公然と政治活動を

展開するようになった連合は，早い時期から

選挙に参加する意思を表明していた。２００２年

９月初めには，アブド・アル

�

アズィームが，

ダマスカス県選挙区，ダマスカス郊外県選挙

区，アレッポ市選挙区，ダルアー県選挙区，

デイル・ゾール県選挙区，ラッカ県選挙区で

候補者を擁立すると述べ［Akhbār al-Sharq２００２

a］，また同年１１月半ばには，連合の最高機関

である中央指導部（Al-Qiyādah al-Marqazı̄yah）

が布告（ta‘mı̄m）を出し，「人民の排除と抑

圧」を終わらせるため，選挙戦に臨むと発表

したのである［Akhbār al-Sharq２００２b］。

しかし，立候補届締切日の２００３年１月２５日

夜，国民民主連合は突如声明を出し，選挙へ

の不参加を表明した。政党法制定と選挙法改

正がなされない状況下での選挙が，バアス党

と進歩国民戦線に有利な結果しかもたらさず，

自由と公正さを欠き，国民の意思が反映され

ないというのがその理由だった［Akhbār al-

Sharq２００３b;２００３o］。

その後，投票日に至るまでの間，ラタキア

で連合メンバーや支持者がボイコットを呼び

かける文書を配布したことが，複数の消息筋

・によって報じられた［Lijān al-Difā‘ ‘an Huqūq

al-Insān fı̄ Sūriyā２００３; Akhbār al-Sharq ２００３q;

２００３u］。しかし，このような散発的な抗議行

動が，具体的・体系的な活動方針に基づいて

いたとは考えられない。ボイコットという安

易な戦術によって，国民民主連合は反政府組

織としての存在を誇示することはできず，む

しろ自らの無力さを露呈したのである。

２．クルド系組織

今日のシリアには１０以上のクルド政党が，

当局の認可を受けることのないまま，活動を

行っている。そのなかでもっとも有力なの

・が，シリア・クルド民主同盟（Al-Tahāluf al-

・Dı̄muqrātı̄ al-Kurdı̄ fı̄ Sūrı̄yah）とシリア・ク

・ルド民主戦線（Al-Jabhah al-Dı̄muqrātı̄yah al-

Kurdı̄yah fı̄ Sūrı̄yah）である。

１９９２年に発足したシリア・クルド民主同盟は，

・ ・シリア・クルド民主党（Al-Hizb al-Dı̄muqrātı̄
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al-Kurdı̄ fı̄ Sūrı̄yah：通称，アル

�

パルティ〈Al-

・Party〉），シリア・クルド左翼党（Al-Hizb al-

Yasārı̄ al-Kurdı̄ fı̄ Sūrı̄yah），シリア・クルド

・ ・進歩民主党（Al-Hizb al-Dı̄muqrātı̄ al-Taqaddumı̄

al-Kurdı̄ fı̄ Sūrı̄yah），クルド・シリア民主党

・ ・（Al-Hizb al-Dı̄muqrātı̄ al-Kurdı̄ al-Sūrı̄），シリ

・ ・ア・クルド民主統一党（Hizb al-Wahdah al-

・Dı̄muqrātı̄yah al-Kurdı̄ fı̄ Sūrı̄yah：通称，イェ

キーティー〈Yekîtî〉，１９９９年に加盟），シリア・

・ ・クルド人民連合党（Al-Hizb al-Ittihād al-Sha‘bı̄

al-Kurdı̄ fı̄ Sūrı̄yah：２００２年加盟を凍結）からな

る政治同盟である。一方，シリア・クルド

民主戦線は，シリア・クルド民主党，シリ

ア・クルド左翼党，シリア・クルド進歩民主

・党，シリア・クルド国民民主党（Al-Hizb al-

・ ・Dı̄muqrātı̄ al-Watanı̄ al-Kurdı̄ fı̄ Sūrı̄yah）が２００１

年に結成した政治同盟である（注１５）。

２００３年２月初め，これら二つの組織のうち，

シリア・クルド民主同盟がまず，ハサカ県選

挙区，アレッポ市選挙区，アレッポ県諸地域

選挙区などで候補者を擁立すると発表し，選

挙に参加する意思を表明した［Akhbār al-Sharq

２００３g］。これを受け，同月半ば，今度は「シ

リアにおけるすべてのクルド政党」（Majmū‘

・al-Ahzāb al-Kurdı̄yah fı̄ Sūrı̄yah）の名で声明

が出され，ハサカ県選挙区で無所属に割り

当てられた４議席を獲得するため，シリア・

クルド民主同盟とシリア・クルド民主戦線が

２名ずつ立候補者を擁立すると発表された

・［Al-Dı̄muqrātı̄２００３b］。

シリア・クルド民主同盟とシリア・クルド

民主戦線の選挙協力は，対立と分裂によって

彩られてきたシリアのクルド人の現代政治史

における新時代の到来を予感させた。しかし，

２月２３日，両組織は合同会議を開き，選挙で

の勝算がないという理由で，立候補と投票の

・ボイコットを決定した［Al-Dı̄muqrātı̄ ２００３a］。

クルド系組織によるこの戦術の真意を理解

するには，英米両軍によるイラク侵略（２００３

年３月２０日）が秒読み段階に入っていたという

特殊事情を考慮する必要がある。フセイン政

権の崩壊が，イラク国内の権力バランス――

とりわけ同国におけるクルド人の政治的立場

――に変化をもたらそうとしていたなかで，

クルド系組織の動静は，アサド政権がもっと

も神経をとがらせていた問題の一つだったと

考えられる。このようなセンシティブな状況

下での選挙戦への参加は，アサド政権がクル

ド系組織への政治的な締め付け強化を決意し

た場合，弾圧の格好の口実とされる危険があ

った。その一方で，クルド人に対する抑圧が

緩和される可能性も否定できず，選挙を通じ

て政権と事を構えることは，将来の政治的成

果を阻害する要因ともなりかねなかったので

ある。

結 び

２００３年３月９日，第８期人民議会が開会し，

アレッポ市選挙区 b部門で初当選を果たし

たムハンマド・ナージー・アル

�

アトリー

・ ・（Muhammad Nājı̄ al-‘Atrı̄：内閣執務担当副首相，

バアス党シリア地域指導部メンバー）が，アブ

ド・アル

�

カーディル・カッドゥーラ（‘Abd

al-Qādir Qaddūrah：ダマスカス県選挙区 b部門，

１９８１年初当選，１９８７年に議長に就任，バアス党

シリア地域指導部メンバー）に代わって人民議

会議長に選出された（注１６）。この交代に関して，

Akhbār al-Sharq（２００３w）は，前期議会で選
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挙制度改革を先送りにした政権指導部に対す

る国民の不満を和らげ，議会の退行的イメー

ジを払拭しようとする動きだったと分析し

た（注１７）。

しかし，第８期人民議会選挙の結果を踏ま

えると，改革志向を打ち出すことには限界が

あり，アサド政権は従来と異なった政治的意

味を選挙に付与する必要に迫られていたに違

いない。開会２日目にあたる３月１０日，議事

堂での演説で，アサド大統領が行った反政府

勢力批判は，まさにこのような認識に基づい

ていたと考えられる。シリアの“バアス革命”

（１９６３年３月８日）４０周年と議会開催を祝して

行われたこの演説で，大統領は次のように述

べた。

「発展に……もっとも深刻な害と混乱を

もたらすものは，公共の利益の名のもとに

私利を覆い隠す日和見主義である……。彼

ら〔反政府勢力――引用者。以下〔 〕内同

じ〕は〔大統領施政方針演説を〕実行計画と

みなしている。しかし，それは思考様式で

あり……，そこから様々な実行計画が案出

されねばならない……。我々は民主主義が

国民的産物だと述べた。だが彼らは，この

言葉が祖国に適用すべき概念，すなわち輸

入すべき概念だという……。私は常に国家

と国民の関係を家族関係に例えてきた。家

族の誰かが過ちを犯したとき……，その罰

し方は……家族によって異なる……。しか

し，その基礎には愛がある……。国家が国

民を罰するときも……，その基礎には憎し

みでなく……改革〔志向〕がある」［SANA

２００３b］（注１８）。

第８期人民議会選挙を総括するなかで行わ

れたこの発言は，立候補と投票をボイコット

することで政権との直接対決を避けた反政府

勢力の「日和見主義」に乗じて，その言動の

「過ち」を断じ，選挙制度改革などへの政権

の対応の遅れを正当化する試みだった，そう

解釈することも不可能ではない。むろん，ア

サド大統領の言葉が，聴衆である国民にとっ

てどの程度の説得力をもっていたのかは検証

の余地を残す。だが，これにより，為政者の

権威の誇示と，権威主義の隠蔽という選挙の

“古典的”な政治的効果が“低予算”で実現

したことだけは確かである。すなわち，国民

に忠誠を強要するような大規模な選挙キャン

ペーンや，政権基盤を揺るがしかねないよう

な“政界再編”に着手することなく，政敵で

ある反政府勢力を貶めることで政権の権威を

相対的に上昇させ，また現政権による支配以

外の政治的オルターナティブがないとの印象

を強調することで，権威主義という現実を国

民に押しつけたのである。

（注１） アサド政権は発足当初より，情報部門の改革

や進歩国民戦線の活性化などを通じて，“多元主義”

をアピールし，統治の正統性を高めようとしてきた。

青山（２００２a,４４−４６）などを参照。

（注２） 選挙法はこれまで，１９８１年１０月３日第２４立法

令，１９８６年１月９日第２立法令，１９９０年４月１２日第

４立法令，１９９０年４月１５日第５立法令によって４度

改正された。

（注３） 各選挙区名と定数は以下のとおり。ダマスカ

ス県選挙区（２９名：ａ部門１０名，ｂ部門１９名），ダマ

スカス郊外県選挙区（１９名：ａ部門１０名，ｂ部門９

名），ヒムス県選挙区（２３名：ａ部門１１名，ｂ部門１２

名），ハマー県選挙区（２２名：ａ部門１３名，ｂ部門９

名），アレッポ市選挙区（２０名：ａ部門７名，ｂ部門

１３名），アレッポ県諸地域選挙区（３２議席：ａ部門１７

名，ｂ部門１５名），イドリブ県選挙区（１８名：ａ部門
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１２名，ｂ部門６名），ラタキア県選挙区（１７名：ａ部

門９名，ｂ部門８名），タルトゥース県選挙区（１３

名：ａ部門６名，ｂ部門７名），ラッカ県選挙区（８

名：ａ部門４名，ｂ部門４名），デイル・ゾール県選

挙区（１４名：ａ部門８名，ｂ部門６名），ハサカ県選

挙区（１４名：ａ部門８名，ｂ部門６名），ダルアー県

選挙区（１０名：ａ部門５名，ｂ部門５名），スワイダ

ー県選挙区（６名：ａ部門２名，ｂ部門４名），クナ

イトラ県選挙区（５名：ａ部門２名，ｂ部門３名）。

（注４） この規定に従い，大統領は人民議会選挙告示

に際して法令を発し，両部門の定数を決定する。

（注５） 進歩国民戦線加盟政党については青山（２００３,

６７−７２,８５−８８,１０２−１０３）を参照。なお，青山（２００３,

７６）は，アラブ民主連合党を戦線加盟政党としてい

るが，今期選挙に関するシリア政府の声明やアラブ

各紙の報道に従い，本稿では同党を非公認組織とす

る。

（注６） 今日のシリアにおいて“結社の自由”は，１９５８

年７月８日に制定された第９３法（Al-Qānūn Raqm

・９３ al-Sādir fı̄ ８ Tammūz １９５８：いわゆる結社法

〈Qānūn al-Jam‘ı̄yāt〉）によって保障されている。同

法によると，結社の公認申請・活動許可申請は社会

問題労働省に対して行われ，申請者は，社会問題労

働省が回答を出すまでの間，公的な活動を認められ

る。また，社会問題労働省が申請書類受理後６０日以

内に正式な回答を行わなかった場合，この結社は認

可されたとみなされる。しかし，非常事態・戒厳令

といった“例外的”な法規が存在するため，このよ

うな通常法の規定が順守されることはない。

（注７） 例えば，２００３年３月２日，当局は公正さを

期するために，投票箱監視委員を突如交替した

［Azmashlı̄２００３a; Akhbār al-Sharq２００３l］。

（注８） ハムシュー，ハバシュ，スワイド，ムハン

・マド・ザーヒル・ダアブール（Muhammad Zāhir

Da‘būl：ビジネスマン，ｂ部門，初当選），ムフイ

・ー・アル

�

ディーン・アル

�

ハッブーシュ（Muhyı̄

al-Dı̄n al-Habbūsh：ビジネスマン，ｂ部門），ナビー

ル・ダーウド（Nabı̄l Dāwud：ビジネスマン，ａ部

門），アドナーン・アル

�

ダハーヒニー（‘Adnān al-

Dakhākhinı̄：ビジネスマン，ｂ部門），ガッサーン・

・・アル

�

ナッハース（Ghassān al-Nahhās：教員，ｂ部

門，初当選）からなる「ダマスカスの夢幻」は，「知

識と行動」（al-‘ilm wa-al-‘amal）をスローガンとした

・［Haydar２００３; Akhbār al-Sharq２００３i］。

（注９） ムーサッリーは，大統領就任資格年齢を４０歳

から３４歳（アサド大統領の当時の年齢）に引き下げ

た２０００年６月の憲法改正を「法的根拠を欠いている

・ため違憲である」［Hamı̄dı̄２０００］と述べ，注目を浴

びていた。

（注１０） シリア共産党・『カースィユーン』・グループ

については青山（２００３,８８−８９）を参照。

・（注１１） Haydar（２００３）によると，「憲章」（Al-Mı̄thāq）

という選挙同盟が４県で７名の候補者を擁立した。

「憲章」とは，シリア共産党・『カースィユーン』・グ

ループの主導のもとに発表された『共産主義者尊厳

憲章』（Mı̄thāq Sharaf al-Shuyū‘ı̄yı̄n）をさすと思われ

るが，『憲章』実施フォローアップ委員会（Lajnat

・Mutāba‘at Tanfı̄dh Al-Mı̄thāq）メンバーを務めるム

ンズィルがこの選挙同盟に加わっていたかどうかは

不明である。

（注１２） 現在，シリア民族社会党はマハーイリー派，

ダフドゥーフ派――民主的潮流（Al-Tayyār al-

・Dı̄muqrātı̄）派――，ジュールジュ・アブド・アル

�

・マスィーフ（Jūrj ‘Abd al-Ması̄h）派に分裂している

と言われる［Akhbār al-Sharq２００３x］。

（注１３） 国民民主連合やクルド系組織以外にも，シリ

・ア・アッシリア運動（Al-Harakah al-Āshūrı̄yah al-

Sūrı̄yah）のカブライール・ムワッシー・クーリーヤ

（Kabra’ı̄l Muwashshı̄ Kūrı̄yah）がハサカ県選挙区ｂ

部門から無所属で立候補し，落選した。また，シリ

・ア人権協会（Jam‘ı̄yat Huqūq al-Insān fı̄ Sūrı̄yah）

のアブド・アッラーフ・アル

�

ハリール（‘AbdAllāh

al-Khalı̄l）もラッカ県選挙区から無所属で立候補した

が，３月２日，選挙法が改正されなかったとの理由

で出馬を辞退した［Akhbār al-Sharq ２００３e;２００３f;

２００３s］。

（注１４） 国民民主連合加盟政党については青山（２００３,

６５,６７−６８,７４−７６,８６−８７）を参照。

（注１５） クルド系の政治組織については青山（２００３,

７７,８９−９２）を参照。

（注１６） また，ムハンマド・イサーム・アル

�

ジャマ

・ ・ル（Muhammad ‘Isām al-Jamal：ダマスカス県選

挙区ｂ部門，バアス党ダマスカス支部書記長）が副

議長に，ムハンマド・ニハード・ムンシャティト
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・ ・・（Muhammad Nihād Munshatit：イドリブ県選挙区

ｂ部門，アラブ社会主義者運動アフマド派）とイン

アーム・アッバース（In‘ām ‘Abbās：タルトゥース

県選挙区ａ部門）女史が書記に，ハバシュとフナイ

・ン・ニムル（Hunayn Nimr：ダマスカス県選挙区ｂ

部門，シリア共産党ファイサル派）が幹事に選出さ

れた［Akhbār al-Sharq２００３v］。なお，アトリーの後

任として，ムハンマド・サーフィー・アブー・ダー

・ ・ン（Muhammad Sāfı̄ Abū Dān）ラタキア県知事が

内閣執務担当副首相に就任した。

（注１７） カッドゥーラは，２００２年１１月末に選挙法改正

と政党法制定の必要がないと断じたことで国民の不

評を買い，その選挙ポスターがダマスカス市内各所

で破かれ，彼の名前が削除された進歩国民戦線の選

挙リストが多数投票されたという［Akhbār al-Sharq

・２００３w; Hamı̄dı̄２００２］。

（注１８） なお，２０００年７月１７日にアサド大統領が行った

施政方針演説の内容については，青山（２００２a,３６−

３８）を参照。また，同演説全文については，SANA

（２０００）を参照。

【文献リスト】

〈日本語文献〉

青山弘之２００２a．「“ジュムルーキーヤ”への道（２）――

バッシャール・アル

�

アサドによる絶対的指導性

の顕現――」『現代の中東』第３２号（１月）３５−

６５．

２００２b．「独裁と民主の共存を模索するシリア」

『季刊アラブ』第１０３号（冬）４−７．

２００３．「シリアにおける政党・政治組織――バッ

シャール・アル

�

アサド政権発足以降を中心に

――」酒井啓子・青山弘之編『中東諸国における

政権権力基盤と市民社会――研究会中間成果報告

――』日本貿易振興会アジア経済研究所６３−１１６．
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・Yuqāti‘ Intikhābāt Majlis al-Sha‘b al-Sūrı̄ al-
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・Aswāt fı̄ al-Intikhābāt,” March 8

（http://www.thisissyria.net/2003/03/08/syria&

lebanon.html#2）.
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権威主義体制下の“民主的”プロセス ――第８期シリア人民議会選挙の政治的効果――

現代の中東 №35 2003年 67
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